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内で のいる は 人 は 万 千人であり（平成 年 月現 ） 船舶は

において重要な 手段となっており に 行場の無い小規模 にとって船舶は生命線となっ

ています 一方 の高 （ 以 ）比率は で全 平 の に比 て高く（平成 年

月 日人 推計） 急 な人 が進 でいます さらに の利用 の による 入の

もあり の 船舶の も難しくなっています また との接 性の でも が

あります このように をとりまく 公 の は の です  
をとりまく 公 の を するため 海 安全研究所では 第 期中期計画の重

的に取り 研究開発 海 の高度化 の中で 重 研究 人に しい海 シス の開発

を実施しました この研究の中で （ に高 ）の日 の な 動と としての

用の のため の を 行している 型的な船舶に比 小型化（ トン ）し 利用

が海 と 間で 機関の乗り えをせ に 的 に 動できる ー ック型の シス の

ン プトを構築し この ン プトに基づきシー レス小型船シス を開発しました 本研究は

基本計画にも 付けられており この研究成果は海 結型 シス （ ス ロート船 ス等

の乗客が 行中も 内にとどまることのできる ー リー）の安全要 に関する指 に されるなど

実用化に向けた 境 に しました  
本 集では シー レス小型船シス の研究開発について 報告します  

は のためのシー レス小型船シス の開発 です ここでは ン プトの構築か

ら 計 造 試験を て 会実験を行い 実験結果等を まえた実用化 の検討について報告し

ます  
は におけるシー レス小型船シス の受 性に関する として 内の 線

スが乗り えなく本 の 的 まで 行するシー レス小型船シス にて 動した場合と 線

スと リーを乗り いで 動した場合について 主に を 験 とした 会実験で受 性を

検証した結果を報告します  
は 一般化時間を用いたシー レス小型船シス 導入時の 動負担 に関する研究 として

において 海 間で乗り えをせ に 的 まで 動できるシー レス小型船シス が導入さ

れた の利用 の 動負担 について 一般化時間を用いて定量的な評価を行った結果について ます  
さらに 本研究では 中小規模の で い物が困難となりつつあるという の のため シー

レス小型船シス を適用した について検討しました その結果を シー レス船を用い

た 動 の実行可能性の検討 中小規模の における い物 として報告します こ

こでは シー レス小型船シス を利用した 動 を すると に 果を採算評価 評

価等により考 しています  
本 集を して シー レス小型船シス が を 行する船舶の一つの選択 となり 高

比率の高い において の 動機会の確保や健全な の 与につながり 様 な 性

を つ が の の 公 の 発 に できれ 幸いです  
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